
魏
志
倭
人
伝
と
関
連
書
物

の
個
人
的
な
見
解
と
解
析
　
　
平
成

二
四
年
六
月

二
十

一　

小
松
原
　
道
郎

△
自
然
科
学
は
論
理
と
実
証
▽

四

論
理
に
矛
盾
を
き
た
す
仮
説
は
採
用
さ
れ
な
い
―
命
題
と
な
り
え
な
い

実
証
マ
検
証
で
き
な
い
説
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
過
ぎ
ザ
ー
各
仮
説
間
に
優
劣
は
な
い

異
国
の
見
聞
記
録
と
し
て
は
よ
い
出
来
で
あ
る

ｏ外
国
人
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
に
よ
く
気
づ
き
が
な
さ
れ
て
お
り

興ヽ
味
深

い
記
録
と
な
つ
て
い
る

ｏ帯
方
郡
勤
務
の
複
数
の
役
人
か
ら
な
る
複
数
の
記
録
を
陳
寿
が
比
較
し
分
野
別
に
編
集
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る

ｏ倭
人
か
ら
の
伝
聞
を
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い

ｏ

文
章
に
は
明
ら
か
な
誤
字
が
あ
る
し

固ヽ
有
名
詞
も
古
代
中
国
人
の
倭
人
か
ら
の
間
き
取
り
に
よ
る
も
の
な
の
で

現ヽ
代
日
本

語
と
の
音
韻
の
差
異
は
大
き
い
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い

ｏ

中
国
人
が
日
本
人
の
発
音
を
漢
字
に
書
き
取
つ
た
も
の
な
の
で

日ヽ
本
人
が
ラ
イ
ス
と
書
い
て
し
ら
み
と
米
と
の
区
別
が
で
き

な
い
よ
う
な
こ
と
が
当
然
生
じ
る

ｏ音
韻
の
議
論
は
可
能
性
の
議
論
で
あ
り

推ヽ
論

即ヽ
ち
あ
く
ま
で
も
仮
説
段
階
に
留
ま
り

証
拠
と
は
な
り
え
な
い

ｏ即
ち

邪ヽ
馬
ヨ
國
と
邪
馬
責
国
と
の
差
異
は
本
質
的
な
問
題
と
は
な
り
得
ず

種ヽ
々
の
議
論
は
仮
説

の
範
囲
内
に
留
ま
る

ｏま
た

万ヽ
菜
時
代
の
仮
名
づ
か
い
と
し
て
の
甲
類
乙
類
の
差
異
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
る
が

多ヽ
く
の

渡
来
人
が
存
在
す
る
万
葉
期
の
日
本
人
の
発
音
を
日
本
人
が
漢
字
に
書
き
取
る
作
業
と
は
異
な
る
の
で

倭ヽ
人
伝
に
お
い
て
議

論
す
べ
き
問
題
で
は
な
い

ｏ

銅
鏡
に
つ
い
て
も

魏ヽ
の
資
料
と
し
て

卑ヽ
弥
呼
に
与
え
た
鏡
の
型
式
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
限
り

すヽ
べ
て
の
議
論
は
可
能

性

・
仮
説
の
範
囲
に
留
ま
り
実
証
に
は
至
ら
な
い

ｏ

一
見

大
人
し
く
道
徳
的
で
あ
る

酒ヽ
が
好
き
だ

敬ヽ
う
の
に
素
子
を
打
つ

」膝
ま
づ
い
て
弄
む

婦ヽ
人
は
湮
ら
な
ら
ず
等
々

ヽ

現
代
で
も
初
来
日
の
外
国
人
が
日
本
に
き
て
感
じ
る
点
で
異
国
人
の
日
本
見
聞
記
と
し
て
普
遍
性
が
あ
る

ｏ

鯨
面

文ヽ
身

断ヽ
髪

腰ヽ
各
き

貫ヽ
頭
衣
な
ど
種
々
の
南
方
系
の
文
化

・
風
習
や
南
方
系
の
植
相
か
ら
邪
馬
台
国
の
領
域
と
し

て
は
奈
良
盆
地
が
極
限
と
思
わ
れ
る

ｏ極
限
地
域
で
の
見
聞
記
と
し
て
は

例ヽ
え
ば

京ヽ
都
の
発
掘
に
お
い
て
冷
温
帯
夏
緑
広

葉
樹
林
で
あ
る
橡
の
実
と
暖
温
帯
照
葉
樹
林
の
椎
の
実
の
混
合
物
が
あ
る
よ
う
に

植ヽ
相
と
し
て
も
橡
の
存
在
が
あ
り

記ヽ
述

さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る

距
離
表
示
と
し
て

帯ヽ
方
郡
か
ら
不
弥
国
ま
で
は
里
数
表
示

そヽ
の
後

投ヽ
馬
国

邪ヽ
馬
台
国
ま
で
は
日
数
表
示
な
の
で

こヽ

の
三
者
は
記
録
者
も
時
期
も
異
な
る
も
の
で
あ
る

ｏま
た

前ヽ
者
に
い
い
て
も
渡
る
と
度
る
の
表
記
の
差
異
な
ど

複ヽ
数
者
の

記
録
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

ｏ方
向
は
不
正
確
で
あ
る
が

距ヽ
離
と
し
て
は

短ヽ
里
計
算
で
あ
れ
ば

概ヽ
ね
あ
て

は
ま
る

ｏ

文
字
の
な
い
時
代

正ヽ
確
な
戸
数
を
計
り
記
録
す
る
こ
と
は
不
可
能

ｏ記
録
者
は
標
本
法
に
よ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

ｏ
一
見

し
た
時
の
概
数
で
あ
れ
ば
当
然
誤
差
は
大
き
い

ｏ人
口
記
録
が
で
き
た
奈
良
時
代
の
水
田
と
人
口
統
計
と
比
較
す
れ
ば

戸ヽ
数

が
人
口
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
考
え
る
と
妥
当
で
あ
る

ｏ戸
数
か
ら
は
三
種
類
の
グ
ル
ー
プ
標
本
に
分
か
れ
る

ｏ地
域
集
落
程
度

の
第

一
グ
ル
ー
プ

學ヽ
野
部
全
体
に
わ
た
る
国
規
模
の
第
ニ
グ
ル
ー
プ

複ヽ
数
の
国
の
連
合
地
域
か
ら
な
る
第
ニ
グ
ル
ー
プ

ｏ

奴
国

投ヽ
馬
国

邪ヽ
馬
台
国
は
第
二
種
の
国
で
あ
り

そヽ
の
規
模
は
戸
数
に
従
う

ｏ即
ち

邪ヽ
馬
台
国
が
最
大
、
第ヽ
二
は
投
馬

国

第ヽ
三
が
奴
国

こヽ
の
規
模
感
か
ら
各
国
を
比
定
す
べ
き
で
あ
る

ｏま
た

狗ヽ
奴
国
が
係
争
を
続
け
る
た
め
に
は
邪
馬
台
国

と
同
程
度
の
規
模
を
必
要
と
す
る

ｏこ
れ
ら
の
国
す
べ
て
を
九
州
地
域
に
内
包
さ
せ
る
の
は
物
理
的
に
無
理
で
あ
る

ｏ

人
Ｆ
の
道
里
を
計
る
に

・
・
・
・〉

の
一
文
の
挿
入
位
置
は
唐
突
で
あ
り
不
自
然

。

邪ヽ
馬
台
国
の
位
置
と
し
て
の
積
み
上
げ

方
式
の
論
理
に
な
つ
て
お
ら
ず
始
め
に
結
論
あ
り
き
と
い
う
文
体
で
編
集
位
置
と
し
聰
ド
適
切

ｏ戦
略
的
目
標
地

即ヽ
ち
コ
ン

セ
プ
ト
イ
ン
の
ス
タ
イ
ル
に
な
つ
て
い
る

ｏこ
の
た
め

投ヽ
馬
国

邪ヽ
馬
台
国
の
方
向
が
東
か
ら
南
に
変
え
さ
せ
ら
れ
た
と
い

五七 ハPl



九十
P2

う
論
理
に
は
妥
当
性
が
高
い

ｏこ
の
変
更
は

一
貫
性
が
認
め
ら
れ
ト
ツ
プ
ダ
ウ
ン
と
し
て
の
帯
方
郡
の
初
代
太
守
劉
夏
が
行
つ

た
も
の
で
あ
る

ｏそ
の
理
由
は

遠ヽ
交
近
攻
の
策
と
し
て

邪ヽ
馬
台
国
の
位
置
を
呉
の
東
に
置
け
ば

報ヽ
告
の
有
用
性
を
高
ま

る
の
で

魏ヽ
の
夭
子
に
対
し
て
帯
方
郡
太
守
の
位
置
“つ
け
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
ら

ｏ魏
帯
は
大
変
喜
び

そヽ
の
結

果
と
し
て
難
升
米
は
望
外
の
賜
物
を
得
た

ｏ共
に
九
州
地
区
に
あ
り
距
離
を
長
い
方
向
に
改
変
す
る
と
い
う
手
段
も
あ
り
得
る

が

奴ヽ
国

投ヽ
馬
国

邪ヽ
馬
台
国

狗ヽ
奴
国
と
四
つ
の
地
域
連
合
国
を
九
州
内
に
納
め
る
の
は
考
古
学
的
に
は
無
理

。邪
馬
台

国
の
位
置

すヽ
な
わ
ち

倭ヽ
国
の
位
置
を
定
め
た
の
は

三ヽ
国
志
が
始
め
で
あ
り

そヽ
の
他
の
史
書
は
全
て
三
国
志
か
ら
の
引

用
で
あ
る
の
で

後ヽ
世
に
わ
た
つ
て
日
本
の
位
置
は
誤
解
さ
れ
て
き
た

。

記
録
に
は
古
墳
に
関
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず

邪ヽ
馬
台
国
ま
で
の
道
里
に
は
古
墳
は
存
在
し
な
か
つ
た
も
の
と
い
え

る

ｏも
し
在
れ
ば

特ヽ
徴
的
な
建
造
物
な
の
で
必
ず
報
告
さ
れ
て
い
た
は
ず

ｏま
た

卑ヽ
弥
呼
の
墓
は
家
と
呼
称
さ
れ
る
べ
き

構
造
と
サ
イ
ズ

。ち
よ
う
ど

楯ヽ
築
墳
丘
墓
程
度
に
相
当
す
る

ｏち
な
み
に

奈ヽ
良
盆
地
に
は
西
暦
三
二
〇
年
頃

既ヽ
に
初
期

の
古
墳
が
作
ら
れ
て
い
た

。箸
墓
古
墳
は
最
近
に
な
り
西
暦
二
五
〇
年
頃
に
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が

明ヽ
ら
か
に
古
墳
規
模

で
あ
り

墳ヽ
丘
墓

即ヽ
ち
卑
弥
呼
の
墓
と
は
云
え
な
い

ｏ

女
王
国
よ
り
西
地
区
の
輸
出
入
検
察
と
内
務
の
取
り
締
ま
り
役
人
を

一
大
率
と
し
て
伊
都
国
に
置
く

ｏ各
国
に
交
易
の
た
め
の

市
の
取
り
締
ま
り
と
し
て
大
倭
を
置
く

。共
に
中
国
に
は
無
い
官
名

ｏ大
率
は
後
の
大
宰
府
か
？

大ヽ
倭
は
後
の
古
事
記
の
人

名

やヽ
畿
内
の
地
名
と
共
通
の
漢
字

漢ヽ
字
の
意
味
が
分
か
る
倭
人
が
作
字
し
た
と
し
か
思
え
な
い

ｏ

瀬
戸
内
海
特
有
の
多
島
美
や
瀬
戸

・
灘
の
差
異

あヽ
る
い
は
松
林
な
ど
外
国
人
の
目
を
引
く
よ
う
な
事
物
の
記
述
が
な
い
こ
と

よ
り

邪ヽ
馬
台
国
へ
の
船
旅
は
日
本
海
側
を
廻
つ
た
も
の
で
あ
る

ｏ出
雲
地
方
の
投
馬
国
へ
水
行
二
十
日

さヽ
ら
に
米
子
の
妻

木
晩
田
へ
水
行
十
日

中ヽ
国
山
地
を
南
下

一
月
陸
行
し
て
邪
馬
台
国
ヘ

十

一

十
二
△
私
見
▽
投
馬
国
は
出
雲
地
方
の
連
合
国
家
評

ヽ
加
馬
台
国
は
播
磨

と
日備

」讃
岐

ｉ徳
島
あ
た
り
の
連
合
国
家
群

と
口備

・

播
磨
の
あ
た
り
に
女
王
国
が
あ
り

そ
の
周
辺
に
邪
馬
台
国
以
東
の
小
国
が
散
在
す
る

徳
島
に
丹
を
産
出
す
る
鉱
山
が
あ
る

ｏ

狗
奴
国
は
奈
良
盆
地

大ヽ
阪
平
野

若ヽ
狭
な
ど
琵
琶
湖
周
辺

越ヽ
地
方

濃ヽ
尾
學
野
あ
た
り
の
連
合
国
家
群
で

男ヽ
子
を
王
と

し
て
共
立
し

銅
鐸
を
巨
大
化
す
る
文
化
で
は
な
か
ろ
う
か

特
に

未
良
盆
地
で
は
古
墳
築
造
が
他
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た

。

十
二
邪
馬
台
国
の
時
代
の
文
化
は

鯨ヽ
面

文ヽ
身

断ヽ
髪

腰ヽ
各
き

貫ヽ
頭
衣
と
広
義
の
倭
人
の
習
俗
で
巫
女
の
共
立
と
い
う
母
系

的
文
化
で

大
和
朝
廷
の
時
代
と
は
明
確
な
ギ
ヤ
ツ
プ
が
あ
る

即
ち
大
和
時
代
で
は

鯨
面
は
刑
罰
か
侮
蔑
の
対
象
と
な
り

ヽ

中
国
の
自
粉
塗
布
の
文
化
が
主
流
と
な
つ
て
い
る

ｏ断
髪
も
廃
れ

夫ヽ
余
や
高
句
麗
な
ど
モ
ン
ゴ
ル

・
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
み
ず

ら
の
文
化
が
主
流
に
な
つ
て
い
る

ｏ言
葉
も
子
音
が
甲
種
乙
種
の
区
別
が
な
さ
れ
る
な
ど
北
方
系
言
語
の
特
徴
が
加
わ
り

明ヽ

ら
か
に
渡
来
人
の
影
響
が
強
く
な
つ
て
い
る

ｏ

参
考
資
料

中
国
正
史
倭
人
倭
国
伝
全
釈
　
鳥
越
憲
三
郎
　
一一〇
〇
四
年
六
月
　
中
央
公
論
新
社
　
序
説
倭
人
に
つ
い
て
の
章
は
素
晴
ら
し
い

改
訂
版
邪
馬
台
国
事
典
　
武
光
誠

・
山
岸
良
三
　
一
九
九
八
年
十
月
　
同
成
社

三
国
志
が
み
た
倭
人
た
ち
　
設
楽
博
己
編
集
　
一一〇
〇

一
年
四
月
　
山
川
出
版
社
　
魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学

謎
に
つ
つ
ま
れ
た
邪
馬
台
国
　
直
木
孝
次
郎
編
集
　
二
〇
〇
三
年
四
月
　
作
品
社
　
【」
れ
も
考
古
学
が
主
体

こ
こ
に
古
代
王
朝
あ
り
き
―
邪
馬

一
国
の
考
古
学
―
古
田
武
彦
　
一一〇

一
〇
年
九
月
　
ヽヽ
ネヽ
ル
ヴ
ア
書
房
　
考
古
学
全
体
を
俯
欧

岩
波
新
書
邪
馬
台
国
論
争
　
佐
伯
有
清
　
二
〇
〇
六
年

一
月
　
中石
波
書
店
　
長
く
不
毛
な
論
争
の
要
約
版
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史
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三
国
志
　
魏
志
二
十
各
烏
丸
鮮
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東
夷
伝
　
倭
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の
条
　
編
者
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の
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鐸
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ｓ

因
刈
在
刊
獅
東
南
大
海
之
中
、
依
山
島
為
国
邑
。
旧
百
余
国
、
漢
時
有
朝
見
者
、
今
使
訳
所
通
三
十
国
。
従
郡
至
封
、
循
海

雷

‐岸
麻
府
ｒ
胚
隆
展
ｒ
岬
栴
乍
東
、
到
其
北
津
刺
刑
刺
動
、
七
千
余
哩
、

倭
人
は
帯
方
の
東
南
大
海
の
中
に
在
り

山ヽ
島
に
依
り
て
国
邑
を
為
す

ｏ旧
百
余
国

す
る
所
三
十
国

ｏ郡
従
り
倭
員
①
る
に
は

海ヽ
岸
に
循
つ
て
水
行
し

韓ヽ
国
を
歴
て

那
韓
国
兵
到
万
七
千
余
里

ｏ

ｏ漢
の
時

朝ヽ
見
す
る
者
有
り

ｋ
フ

使ヽ
訳
通

作ヽ
い
は

南ヽ
し
作
い
は
東
し

其ヽ
の
北
岸
狗

①

陳
寿
人
冒
の
観
閣
令
史

笥
滅
亡
後
西
晋
著
作
郎
と
な
ё
▽
倭
（
幣
陽
古
音
で
受
＞

よ
り
古
く
は
越
と
同
じ

≡
Ｏ
Ｘ
望
Ｔ
方
郡

△
胡
在
の
ソ
ウ
ル
の
や
や
北

西ヽ
暦
二
〇
四
年
公
孫
氏
が
高
句
一騰
を
討
ち
設
け
た

ｏ後
西
暦
二
三
七
年

魏ヽ
が
公
孫
氏
を
討
ち

卑
弥
呼
が
使
者
を
送
る
）
③
使
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帯
方
郡
か
ｅ

④

登

官
国

駕ヽ
洛
国

南ヽ
加
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
海
地
ｅ

対
馬
海
峡
を
渡
る

一始
度

一
海
、
千
余
里
至
剌
周
国‐‐‐‐
。
其
大
官
曰
剌
飾
、

口
¶
劇
劇
調
。
所
居
絶
島
、
方

可
四
百
余
里
、
土
地
山
険
、
多
深
林
、　
道
路
如
禽
鹿
径
。

有
千
余
戸
、

無
良
田
、

食
海
物

‘
　
　
　
　

ぅ
　
　
　
　
　
‐
　

【日
剌
劇
劇
紬
。
方

可
三
百
里
、

一
海
千
余
里
、
名

曰
潮
潮
、
至

一‐
刈
副
、
官
亦

引
剰
御
、

活
、
乗
船
南
北
市
櫂
。
又
南

tBノ
一竹
木
叢
林
、
有
三
千
許
家
、
差
有
田
地
、
耕
田
猶
不
足
食
、
亦
南
北
市
櫂
。

一刺
引
「

Ｔ‐
刑
剣
圃
「
引
引
「
斜
ユ

一対
馬
国
上
り
る

箕

の
大
官
を
卑
狗
と
日
い

一副
を
卑
奴
母
離
と
口
う

６居
る
所
絶
島
に
し
て

ヽ

万
四
百
余
里
ば
か
り

ｏ土
地
は
険
し
く
深
林
多
く

道ヽ
路
は
禽
鹿
の
径
の
如
し

ｏ千
余
戸
有
り

ｏ良
田
無
く

海ヽ
物
を
食
い
て
自
活

し

船ヽ
に
乗
り
て
南
北
に
一市
櫂

。又

南ヽ
に

一
海
え
嗣
る
こ
と
千
余
里

名ヽ
づ
け
て
渤
海
と
口
う

ｏ
一
大
国
に
至
る

ｏ官
は
亦
卑
狗

と
口
い

剤
を
卑
奴
母
離
と
口
う

ｏ方
三
百
里
ば
か
り

竹
林
叢
林
多
く

三ヽ
千
ば
か
り
の
家
有
り
差
田
地
有
り

臨
一を
耕
せ
ど
猶

ヽ

食
足
ら
ず

亦ヽ
南
北
に
市
櫂

す

ｏ

‐
①ｌ
剤
晟
ハ
幣
陽
古
音
で

引
≡
ｍ
三
＞
↑
朝
鮮
古
語
で
「
⊂
∽
ｍ
三
二

四
三
五
ｍ

�魏
正
粘
紺
空
五
Ｒ
即

ヽ
▽
②
和
海

（
か
ん
か
い

玄ヽ

〈
ヒ
コ
日
子

男ヽ
子
の
専
称

古ヽ
代
首
長
の
称
号

彦ヽ
―
別

△

ナ
モ
リ
夷
守

九ヽ
州
の
要
地

対ヽ
馬

。
一
大

・
奴

・
不
弥
に
置
か
れ
た
副
官

対ヽ
外
敵

・
治
安
の
ｉ
〉
⑥
差

（
や
ψ

Ｏ
罹
容

易

に
よ
り
米
を
中具
・▽

北
九
州
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
　
　
　
　
　
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
又
渡

一
海
、
千
余
里
至
剰
周
国‐‐
、
有
四
千
余
戸
、

。
好
捕
魚
腹
、
水
無
深
浅
、
皆
沈
没
取
之
。
東
南
陸
行
五
百
里
、
副
例
細
酎
、
官
日
硼

Ｂ範
梅竿
醐
瑯戦車課
翻
呻藤
熙
一韓駆
Ⅷ
襲
鵠
鞭測

洋

訴

朝

側

鞘

可
遷

璽

豊

女
量

‥

写

屠

」支
、
次
国
刺
倒
鋼
ゞ
可
七
万
余
戸
。
自
女
王
国
以
北
、
其
戸
数
道
里
可
得
略
載
、
其
余

一
芳
国
遠
絶
、
不
可
得
詳
。

P3

必  自 言‖



又

一
海
を
渡
る
こ
と
千
余
里

末ヽ
慮
国
に
至
る

ｏ
四
千
余
戸
有
り

ｏ山
海
に
沿
い
て
居
る

ｏ草
木
茂
盛
し
て
行
く
に
前
人
を
見
ず

ｏ

好
ん
で
魚
腹
を
捕
ら
う
る
に

氷

深
浅
と
無
く

」皆
沈
没
し
て
之
を
取
る

ｏ東
南
の
か
た
陸
行
五
百
里
に
し
て

伊ヽ
都
国
に
到
る

ｏ

冒
を
爾
支
と
口
い

副ヽ
を
泄
譲
皿

・
柄
渠
飢
と
口
う

ｏ千
余
戸
有
り

。世
王
有
る
も
皆
女
王
国
に
統
属
す

ｏ郡
が
往
来
し
て
常
に
駐

る
所
な
り

ｏ東
南
の
か
た
奴
国
に
至
る
こ
と
百
里

。官
を
兄
儒
皿
と
口
い

副ヽ
を
卑
奴
母
離
と
口
う

ｏ
三
万
余
戸
有
り

ｏ東
行
し
て

不
爾
国
に
至
る
こ
と
百
里

。官
を
多
模
と
口
い

副ヽ
を
卑
奴
母
離
と
口
う

ｏ千
余
の
家
有
り

ｏ南
の
か
た
投
馬
国
に
至
る

ｏ水
行
二

十
日

ｏ官
を
爾
爾
と
日
い

副ヽ
を
雨
爾
那
利
と
口
う

ｏ五
万
余
戸
ば
か
り
有
り

ｏ南

邪ヽ
馬
壱
國
△
邪
馬
台
國
▽
に
至
る

ｏ女
王
の

部
す
る
所
な
り

ｏ水
行
十
日

陸ヽ
行

一
月

ｏ官
に
伊
支
馬
有
り

ｏ次
を
爾
馬
升
と
口
い

次ヽ
を
爾
馬
獲
支
Ｌ
国
い

次ヽ
を
奴
佳
提
と

口
う

ｏ七
万
余
戸
ば
か
り
有
り

ｏ女
王
国
よ
り
以
北
は
其
の
戸
数

。
道
里
は
得
て
略
載
す
べ
き
も

其ヽ
の
余
の
労
国
は
遠
絶
に
し
て

ら
か
に
す
ぺ
か
ら
ず

ｏ
　
　
　
　
△
ド

凸周
防
佐
婆

備ヽ
後
獅

岡ヽ
山
玉
野

讃ヽ
岐
詫
間

但ヽ
馬

▼出

爾
・爾
爾
那
利
（
蠍
み
。み
み
な
り
族
長
副
長
の
専
称
耳
垂
か
⑭

た
い
こ
く
台
は
中
央
の
官
省

，ま
た
は
高
官

台ゝ
閣

・
台
省
で

朝
廷
を
指
す
▽
現
行
三
国
志
テ
キ
ス
ト
は
△
邪
馬
童
國
▽
標
記
だ
が

ヽ
」
れ
が
遡
れ
る
の
は
十
二
世
紀
ま
で

獲
漢
書

・
は
変
則
的

に
三
国
志
の
後
で
五
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
が

そヽ
れ
に
は
△
邪
馬
墓
國

▽
と
あ
り

まヽ
た

↓隋
書
に
も
△
邪
馬
蔓
國

▽
と
あ
り
写

本
と
し
て
伝
わ
つ
て
き
た
邪
馬
墓
國
の
表
記
を
疑
つ
て
は
い
な
尚
マ
○
伊
支
馬

，
爾
馬
升

・
爾
馬
獲
支

！
叔
准
埋

（
Ｔ
き
ま

。
み

ま
し

・
み
ま
か
し

・
め
か
てヽ！〉

邪
馬
台
国
よ
り
先

P4
(り

1①

斯
冨

●

姦

副
塵

］

Ξ

里

国

０

は
き
鶴

認

し

糾

智

Ｇ

皇

早

じ

鼎

雷

¢

嘉

前
洞
く
血
〉
⑤
爾
奴
国

（
ち
ぬ
肥
前
三
根
趾
）
⑦
好
古
都
国
β
ｔ
こ
っ
肥
後
菊
池

ヽ
郡
‘〉
③
不
呼
国
人
甲
こ
島
原
伊
福

」
村
，）
③

猥

８

き

向
↓

⑩
課

一
　

　

　

　

　

評

硝

鶉

蜘
鞠
蛭

斜

乾

▽
①
華
奴
蘇
奴
国
（
り
ぬ
そ
ぬ
肥
前
神

帥
銚

細

嘲
髄

奨

♂

Ｎ
お
昼

ｏ

　

　

玖
辞

ｅ

島

８

堪

波

景

前
大
し

Ｎ
Ｎ
奴
国
¢

腹

委

Ｏ

単岩

毒

覧

鎖

一
次

沢
に
斯
馬
国
有
り

。次
に
己
百
支
国
有
り

。次
に
伊
邪
国
有
り

。次
に
郡
支
国
有
り

。爾
奴
国
有
り

ｏ次
に
好
古
都
国
有
り

。不
呼

国
有
り

ｏ姐
奴
国
有
り

対

蘇
国
有
り

」蘇
奴
国
有
り

α次
に
呼
邑
国
有
り

」華
奴
蘇
奴
国
有
り

α鬼
国
有
り

α次
に
為
吾
国
有
り

ｏ

兄
奴
国
有
り

。次
に
邪
馬
国
有
り

。次
に
男
臣
国
有
り

。巴
利
国
有
り

。次
に
支
惟
国
有
り

。次
に
烏
奴
国
有
り

ｏ奴
国
有
り

ｏ此

れ
女
王
の
境
界
の
尽
く
る
所
な
り

ｏ

具
の
南
に
狗
奴
国
有
り

ｏ男
子
を
王
と
為
す

ｏ其
の
官
に
狗
古
智
卑
狗
有
り

。女
王
に
属
せ
ず

ｏ郡
自
り
女
王
国
に
至
る
こ
と
万
三

千
余
里

ｏ



次
行
以
降
は
余
良
大
和
説

②

斯
馬
国
（
し
ま
周
防
木
島
乱
Ｙ
②
己
百
支
国

（
Ｔ
は
き
周
防
石
誠
〉
③
伊
邪
国

（
ｒ
や
伊
予

‘
国
）
④
郡
支
国

（
Ｔ
く
し
波
区

芸
，

島

咎

¢

塁

尉

じ

♀

蔀

国

ｇ

」
鳥

単副
饗

香
止
か
か
と
ｙ

不
旨

命

甚

則
口巴
次
ｙ

撮

八

転

周
防
整

し

鼎

雪

¢

ヱ

し

鼎

晉

●

会

り

得

昌

か

」
棲

異

じ

畢

祭

出

狗
奴
国
い

永

肥
後
球
磨
郡

泊

向

大

限

進

摩

熊

野

た

め

て

（
狗
古
督

拓

ふ

Ｔ
く
ち
¢

）

脳

斯
馬
国
以
下
の
傍

国
△
即
ち
邪
馬
台
国
よ
り
南

まヽ
た
は
東

▽
は
戸
数

・
道
里
等
遠
絶
で
詳
ら
か
で
な
い

一　
第
二
部
　
倭
の
社
会

風ヽ
習

自ヽ
然

産ヽ
物

男
子
無

ｓ大
小
皆
制
司
刻
身‐‐
σ
自
古
以
来
、
其
使
詣
中
国
、
皆
自
称
刈
苅
。

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
封
於
会
稽
、
断
髪
文
身
以
避
崚
芸

身
以
避
崚
竜

ハ
フ

之
害
。
今
日
水
人
好
沈
没
捕
魚
蛤
、
剰
射
亦
以
厭
大
魚
水
禽
、
映
隋
凱
岳
珈
ｏ
苦
珂
畑
益

文
‐身
亦
以
厭
大
魚
水
禽
、
後
裕
以
為
飾
。
諸
国
刻

９身‐！
各
異
、
或
左
或
右
、
或
大
或
小
、
専

ｒ
」
」
ｉ
…
，
ド
…
■

■

‥
‥
卜
肺
一　
Ｌ
脱
．ッ
サ
，
テ
，
夙
子
　
℃
不
上
宏
会

“

覗

‘

‐

…
Ｉ

ＩＩ９

　

　

　

　

‐

９

‐

か
］
卑
有
差
。
計
其
道
里
、
当
在
剣
潤
、
刺

‐冶‐‐
之
東
。
其
風
俗
不
涯
、
男
子
皆
日
締
、
以
湘
肺
招
頭
。
其
衣
側
肺
、

Ｗ
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐１１

但
結
束
相
連
、

略
無
縫
。
婦
人
被
髪
屈
紛
、
作
衣
如
単
被
、
被
、
穿
其
中
央
、
貫
頭
衣
之
。

男
子
は
大
小
と
無
く

皆ヽ
款
面
文
身
す

ｏ古
自
り
こ
の
か
た

其ヽ
の
使
い
の
中
国
に
詣
で
る
や

皆ヽ
自
ら
大
夫
と
称
す

ｏ夏
后
小
康

の
子

会ヽ
稽
に
封
ぜ
ら
れ
る
る
や

断ヽ
髪
文
身
し
て
以
つ
て
蚊
龍
の
害
を
避
く

ｏ今

倭ヽ
の
水
人

好ヽ
ん
で
沈
没
し
て

魚ヽ
蛤
を
補

う

ｏ文
身
は
亦
以
つ
て
大
魚

・
水
禽
を
厭
う

ｏ後
や
や
以
つ
て
飾
り
と
為
す

。諸
国
の
文
身
各
々
異
な
り

或ヽ
い
は
左
に
し

或ヽ
い

は
右
に
し

或ヽ
い
は
大
に
或
い
は
小
に

尊ヽ
卑
差
有
り

。其
の
道
里
を
計
る
に

当ヽ
に
会
稽
の
東
冶
の
東
に
有
る
べ
し

ｏ其
の
風
俗

は
浬
ら
な
ら
ず

些
子
は
皆
露
碑
し

米
訴
を
以
つ
て
頭
に
招
け

其
の
衣
は
横
幅

たヽ
だ
結
束
し
相
連
ね

ほヽ
ぼ
縫
う
こ
と
無
し

ｏ

婦
人
は
一被
髪
屈
紛
し

い衣
を
作
る
こ
と
単
被
の
如
く

其ヽ
の
中
央
を
穿
ち

ヽ

P5
①
皆
蘇
面
文
身
ハ
ザ
い
め
ん
ぶ
ん
し
ん
顔
と
体
へ
の
入
れ
墨

大ヽ
魚

水ヽ
鳥
や
蛇
を
脅
す
た
め
の
南
方
系
海
人
の
風
習
▽
史
記
に
呉

越
の
地
は
竜
の
文
身
を
施
す
と
あ
る

ｏま
た
蝦
夷
も
鯨
面
文
身
を
し
て
お
り

大ヽ
伴
氏
や
隼
人
も
初
期
は
歎
面
文
身
を
し
て
い
た
△

記
紀
記
述

▽

。断
髪
も
含
め
河
帰
渡
遺
跡
を
起
源
と
す
る
揚
子
江
下
流
を
中
心
と
し
た
倭
族
で
は

一
般
的

ｏモ
ン
ゴ
ル
ツ
ン
グ
ー
ス

系
の
み
ず
も
で
な
い
こ
と
に
注
意

。弥
生
以
降

大ヽ
陸
渡
来
系
の
人
々
に
は
な
い
習
俗

近ヽ
年
琉
球

，
台
湾
で
消
滅
し
雲
南
省
の
独

竜
族
に
残
れ
γ
②
大
夫
（
上
い
ふ
秦
漢
以
降
は
官
位
で
な
く
な
つ
た
が

五ヽ
級
の
爵
を
大
夫
と
呼
称

ｏ習
慣
的
に
小
国
の
使
者
と
し

て
使

ヽ
用
‐）
③
夏
后
小
康

（
ケ
こ
う
し
よ
う
こ
う

小ヽ
康
は
夏
王
朝
の
第
五
代
相
の
子

滅ヽ
亡
か
ら
夏
王
朝
を
復
興
し

そヽ
の
子
を
初

代
萬
に
ち
な
ん
で
そ
の
会
葬
の
地

会ヽ
稽
に
封
げ
て
文
身

・
断
髪
さ
せ
た

こヽ
れ
が
文
身
の
起
源
と
さ
れ
凸
Ｙ
④
当
に
会
稽
の
東
冶

の
東
に
有
る
ぺ
し
（
帽
突
に
挿
入
さ
れ
た
文
章
で

結
論
が
先
に
あ
り
き
の
断
定
の
仕
方

一界
治
は
現
在
の
福
州

そ

の
東
は
尖
閣

・

方
少
数
民
族
の
風
習

みヽ
ず
ら
が
観
察
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

課

努

ネ
］
騨
坤
醒

錐

鶉

艶

鞄
辞

諏

‐
用
′
は
準

▽ 南
省
一伍
族
イ
タ
ィ
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
倭
族
の

一
派
で
あ
る
ラ
ワ
族

カヽ
レ
ン
族
が
着
用

かヽ
つ
て
は
海
南
島
の
黍
族
リ
ー
族
も



禾
稲
，
紺
麻
を
種
え

蚕ヽ
桑
編
績
し

細ヽ
締

，練
縣
を
出
だ
す

ｏ其
の
地
に
は
牛

・
馬
・
虎

・
豹

・
羊

・
鵠
無
し

ヒ
かに
は
矛
・
盾

・

本
弓
を
用
う

α木
弓
は
下
を
短
く
上
を
長
く
し

竹
箭
は
或
い
は
鉄
鏃

哉
い
は
骨
銚
な
り

者
無
す
る
所

倍ヽ
耳
・
朱
崖
と
同
じ

ｏ

倭
の
地
は
温
暖
に
し
て

冬ヽ

，
夏
生
菜
を
食
す

。皆
徒
眈
な
り

ｏ屋
室
有
り

ｏ父
母
兄
弟
の
臥
息
処
を
異
に
す

ｏ朱
丹
を
以
つ
て
其

の
身
体
に
塗
る

中ヽ
国
の
粉
を
用
い
る
如
し

ｏ食
飲
に
は
辺
豆
を
用
い

手ヽ
を
も
て
食
う

ｏ其
の
死
す
る
や
棺
有
れ
ど
も
柳
無
く

ヽ

上
を
封
じ
て
塚
を
作
る

ｏ始
め
て
死
す
る
や

停ヽ
喪
す
る
こ
と
十
余
日
な
り

ｏ時
に
当
り
て
肉
を
食
わ
ず

ｏ喪
主
哭
泣
し

，他
人
就

い
て
歌
舞
し
飲
酒
す

ｏ己
に
葬
る
や

家ヽ
を
碁
げ
て
水
中
に
い
た
り
て
渫
浴
し

以ヽ
つ
て
練
沐
の
如
く
す

ｏ其
の
行
来
し
て
海
を
渡

り

中ヽ
国
に
い
た
る
に
は

恒ヽ
に

一
人
を
し
て
頭
を
杭
ら
ず

Ｌヽ
賤
融
を
去
ら
せ
ず

衣ヽ
服
垢
汚
し

肉ヽ
を
食
わ
せ
ず

婦ヽ
人
を
近

つ
け
ず

喪ヽ
人
の
如
く
せ
し
む

ｏ之
を
名
づ
け
て
持
衰
と
為
す

ｏ若
し

行ヽ
く
者
吉
菩
な
れ
ば

共ヽ
に
そ
の
生
口
・
財
物
を
顧
し

ヽ

看
し
疾
病
有
り

暴ヽ
害
に
遭
わ
ば
便
ち
之

‐を
殿
に
ｈ
に
は
Ｆ
Ｉ
。惧
ｐ
時
膜
膠
底
ド
陛
席
匠
ぽ
臨
Ｗ

日
常
生
活
や
社
会
生
活

、
蚕
桑
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
其

輔
響
藩
軸

縮

益

諭

轍

攀

咋
鉗

塗
替
生
盤

Ｅ

ａ
用
鈴
鍔

当
時
不
食
肉
、
喪
主
哭
泣
、
他
人
就
歌
舞
飲
酒
。
己
葬
、
挙
家
詣

、
不
椀
頭
、
不
去
瑚
剥
、
衣
服
垢
汚
、
不
食
肉
、
不
近
帰
人
、
如

若
有
疾
病
、
道
暴
害
、
便
欲
殺
之
、
謂
其
刺
到
不
謹
。

産
物
と
風
俗
や
民
族
性

租ヽ
税

・
刑
罰

規ヽ
律

・
規
範

綱
韓蜘抑
雛
甥
乾
枷
鞠行．拙
載
鍬
詠
勢
鞘
有訃
岬

印
朝
勘
朝
軽
鞘
発
碑鏑
朝
軽
庁拙
脚
縫
鞘
頼
聾
蜘

軽
者
般
其
妻
子
、
重
者
滅
其
門
戸
。
及
宗
族
尊
卑
、
各
有
劫
昨
上
嚇
晴
嚇
嘩
町
嘩
眸
賦‐３ｏ不
判
悧
曜
閣‐‘Ｔ不
鵡
鞠
噌
秒
鵬
η
す
み
鞠
購
一

使
大
倭
監
之
。

課
螂胎
群
『翌
鮮
牌吋
琴
肺腿
灘
艶
隊

煩
●

ゆ
・己

き
織
り
紡
し

④
細
締

Ｇ

い
ち
ょ
質
の
よ
い

ス

　

別ヽ
称
カ
サ
サ
ギ
慶
尚
道
方
言
カ
ン
チ
エ
ギ
由
来

佐ヽ
賀

て
手
で
持
つ
と
こ
ろ
の
ゆ
づ
か
が
や
や
下
に
あ
る

ｏ香
川
の

お
楯
集
墳
丘
墓
で
は
木
棺
は
朽
ち
て
い
る
が
そ
れ
を
納
め
た
椰

封
土
を
盛
り
上
げ
た
だ
け
の
も
の

周ヽ
囲
を
築
土
造
成
し
た
墳
と

洗
髪

清ヽ
止
〉
⑩
練
沐
（
れ
ん
も
く
行
と
し
て
の
水
浴

清ヽ
↓
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真
珠

≧
目
玉
を
出
す

ｏ其
の
山
に
は
丹
有
り

。其
の
木
に
は
一
榊

Ｆ抒

・
豫
樟

・

探

・
極

。
世

憾

・
烏
号

・
楓
香
有
り

ｏ其
の

竹
に
は
篠

・
胸
幹

，
桃
支

ｏ更

・
橘

・
椒

・
　

聾
荷
中有
る
も

以ヽ
つ
て
滋
味
と
な
す
を
知
ら
ず

ｏ一獅
族
・
黒
難
有
り

。其
の
俗
挙

事
行
来
に

云ヽ
為
す
る
所
あ
れ
ば

朝ヽ
ち
骨
を
灼
き
て
卜
し

以ヽ
つ
て
吉
凶
を
占
い

先ヽ
ザ
ト
す
る
所
を
告
ぐ

ｏそ
の
辞
は
令
亀
の

法
の
如
く

火ヽ
堺
を
観
て
兆
を
占
う

。其
の
会
同

・
座
起
に
は

父ヽ
子
男
女
の
別
無
し

ｏ人
性
酒
を
嗜
む

ｏ大
人
の
敬
す
る
所
を
見

れ
ば

但ヽ
手
を
博
ち
以
て
脆
斉
に
当
つ

ｏ其
の
人
寿
考

或ヽ
い
は
百
年

或ヽ
い
は
人

九ヽ
十
年

ｏ其
の
俗

国ヽ
の
大
人
は
皆
四

五ヽ

婦

下ヽ
戸
も
或
い
は
二

三ヽ
婦

。婦
人
浬
せ
ず

妬ヽ
忌
せ
ず

。盗
窃
せ
ず

評ヽ
訟
少
な
し

ｏ其
の
法
を
犯
す
や

軽ヽ
き
者
は
其
の
妻

子
を
没
し

重ヽ
き
者
は
其
の
門
戸
及
び
宗
族
を
没
す

。尊
卑
各
々
差
序
有
り

相ヽ
臣
服
す
る
に
足
る

ｏ租
賦
を
収
む

邸ヽ
閣
有
り

ヽ

国

国ヽ
市
有
り

ｏ有
無
を
交
易
し

大ヽ
倭
を
し
て
之
を
監
せ
し
む

ｏ

①

青
玉
舎
胃
め
の
う
）
②
軸
八
な
ん
楠

暖
温
帯
照
葉
樹
林
に
属
し
最
も
巨
木
に
な
る
割
り
舟
の
材
粧
）
③
抒
（
お
よ
ど
ん
ぐ
り
の

木

こヽ
こ
で
は
椎

樹ヽ
高
二
十
五
ｍ
に
達
す
る
暖
温
帯
照

楠
に
似
て
い
る
が
楠
よ
り
も
暖
か
い
沿
岸
部
に
多
い

樹
高
〓

う
説
も
あ
る
が
分
布
が
異
な
れ
〉
⑥
樋
浴
れ
き
ク
ヌ
ギ
暖
温

繋護畿
〃
ゴ
鍋一へ一”わ蝋
時中騨
詫
筑
脚禅

香
（
ち
う
こ
う
楓

常ヽ
緑
広
葉
樹
で

一
般
に
は
楠

≡椎
　
　
ブ

す
る

現
在
も
群
馬
富
岡
上
野
貫
前
神
社
△
一
の
宮

▽
で
は
毎
年
十
二
月
と
正
月
に
鹿
占
神
事
が
行
わ
れ
て
い
る

（亀
甲
を
灼
い

て
卜
す
る
占
い
は
大
宝
貸

コ
の
頃
に
は
行
わ
れ
て
い
じ

ｏ
▽
Ｎ
ω
火
堺

↑

た
く
灼
い
て
生
じ
る
裂
け
ｅ

尚
ω
大
人
Ｔ

位
の
あ

第
郵諮
鮎
搬
鶉
謀
築
韓卿始
御一経
羹
紳
醜
鶉

命
処
脚ま
る）

邪
馬
台
国
の
治
安
や
対
人
的
規
範

一
自
女
王
国
以
北
、
特
置

一
刈
率‐‐３ュ
ヽ
検
察
諸
国
、
諸
国
畏
憚
之
。
常
治
伊
都
国
、
於
国
中
有
加
刺
史ｉ‐
「
王
造
使
詣

刊
刻
輸

・
諸
韓
国
、
及
郡
使
倭‐‐‐‘
国
、
皆
臨
津
捜
露
、
伝
送
文
書
賜
遺
之
物
詣
女
王
、
不
得
差
錯
。
下
戸
与
大
人
相
逢
道

巡
入
草
。
伝
辞
説
事
、
或
降
或
脆
、
両
手
拠
地
、
為
之
恭
敬
。
対
応
声
日
は
、
比
如
然
諾
。

女
王
国
自
り
以
北
に
は

特ヽ
に

一
大
率
を
置
き

諸ヽ
国
を
検
察
せ
し
む

ｏ諸
国
之
を
畏
憚
す

ｏ常
に
伊
都
国
に
治
す

ｏ国
中
に
お
い

て
刺
史
の
如
き
有
り

ｏ王

使ヽ
を
遣
わ
し
て
京
都

こ
Ｔ
方
郡

・
諸
韓
国
に
詣
り

及ヽ
び
郡
の
倭
国
に
使
す
る
や

皆ヽ
津
に
臨
み
て
捜

露
し

文ヽ
書

・
賜
遣
の
物
を
伝
送
し
て
女
王
に
詣
ら
し
め

差ヽ
錯
す
る
を
得
ず

。下
戸

大ヽ
人
と
道
路
に
相
逢
え
ば

遺ヽ
巡
し
て
革

に
入
り

辞ヽ
を
伝
え
事
を
説
く
に
は

或ヽ
い
は
降
み
或
い
は
脆
き

両ヽ
手
は
地
に
拠
り

之ヽ
が
恭
敬
を
為
す

ｏ対
応
の
声
を
嗜
上
国

う

比ヽ
す
る
に
然
諸
の
如
し

ｏ
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(・日 づ

路 京｀
都
盪 ・



冥
の
国

本ヽ
亦
男
子
を
以
つ
て
王
と
為
し

住ヽ
ま
る
こ
と
七

人ヽ
十
年

ｏ倭
国
乱
れ

相ヽ
攻
伐
す
る
こ
と
歴
年

乃ヽ
ち
共
に

一
女
子

を
立
て
て
王
と
為
す

ｏ名
付
け
て
卑
弥
呼
と
い
う

ｏ鬼
道
に
事
え

能ヽ
く
衆
を
惑
わ
す

ｏ年
已
に
長
大
な
る
も

夫ヽ
婿
な
く

男ヽ
弟

あ
り

佐ヽ
け
て
國
を
治
む

ｏ王
と
為
り
し
自
り
以
来

見ヽ
る
有
る
者
少
な
く

婢ヽ
千
人
を
以
て
自
ら
侍
せ
し
む

ｏ唯

男ヽ
子

一
人
有

り

飲ヽ
食
を
給
し

辞ヽ
を
伝
え
居
処
に
出
入
り
す

ｏ宮
室

・
楼
観

・
城
棚

厳ヽ
か
に
設
け

常ヽ
に
人
有

兵ヽ
を
持
し
て
守
衛
す

ｏ

女
工
の
国
の
東

海ヽ
を
渡
る
千
余
里

復ヽ
た
国
有
り

皆ヽ
倭
種
な
り

ｏ又
朱
儒
国
有
り

其ヽ
の
南
に
有
り

ｏ人
の
長
三

四ヽ
尺

女ヽ

王
を
去
る
四
千
余
里

６又
裸
国
・
黒
歯
国
有
り

復ヽ
た
其
の
東
南
に
有
り

諮
行

一
年
に
し
て
至
る
べ
し

６倭
の
地
を
参
問
す
る
に

ヽ

海
中
洲
島
の
上
に
絶
在
し

或ヽ
い
は
絶
え
或
い
は
連
な
り

周ヽ
施
五
千
余
里
ば
か
り
な
り

ｏ

溜
畔為
孫
囃課
申謂
瑚
糾
弼
呻締
孵
『妍
鋼
舗
神
③畏憚↑
売
属
腰
かｅ
ｑ

甜
留

し

里

露
算

し
明
ら
か
写

ｅ

▽
電

の
物
？

，

贈
ι

昌

↑

癸

急

進

３

鍛

槌

勢

拗

）
ａ

ょ

さ
ま
づ
ｅ

②
対
応
行

底

し

罹

↑

あ

あヽ
い

物ヽ
事
に
感
げ
て
出
す
ｅ

〔

邪
‐馬胎
回
ｂ
敵
始
制
度
こ
再
び
地
理

(I)(」 )
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其
国
本
亦
以
男
子
為
王
寸
住
七
八
十
年
、
倭
国
乱
、
相
攻
伐
歴
年
、
乃
共
立

一
女
子
為
王
、
名
曰
卑
弥
呼
、
事
鬼
道
、
能
惑

衆
、
年
已
長
大
、
無
夫
壻
、
有
男
弟
佐
治
国
。
自
為
工
以
来
、
少
有
見
者
。
以
婢
千
人
自
侍
、
唯
有
男
子

一
人
給
飲
食
、
伝
辞

出
入
。
居
処
官
室
楼
観
、
城
柵
厳
設
、
常
有
人
持
兵
守
衛
。

女
王
国
東
渡
海
千
余
里
、
復
有
国
、
皆
倭
種
。
又
有
休
儒
国
在
其
南
、
人
長
三
四
尺
、
去
女
王
四
千
余
里
。
又
有
裸
国
、
剰

ヽ
一
劇
勁
復
在
其
東
南
、
船
行

一
年
可
至
。
参
問
倭‐‐Ｂ‘
地
、
絶
在
海
中
洲
島
之
上
、
或
絶
或
連
、
周
旋
可
五
千
余
里
。

①

卑
弥
呼
入
び
め
み
こ
日
女
巫
子

ひ
め
こ
姫
子
〉
②
鬼
道
（
鬼
神
と
交
わ
リ
シ
ヤ
ー
マ
ン
と
し
て
神
託
を
も
た
ら
す
〉
③
男
弟
（

祭
政
二
重
主
権
者

沖
縄
な
ど
で
は
古
く
男
子
が
姉
妹
の
オ
ナ
リ
神
に
よ
つ
て
守
ら
れ
る
風
習
が
あ

て
る
〃〉
④
楼
観
（
４
弥
呼
の
居

住
す
る
宮
殿
も
し
く
は
神
此
〉
⑤
朱
儒
国
（
」び
と
の
国

一
般
に
南
方
程
背
が
低
い

四
千
里
は
魏
の
尺
度
で
約
百
七
十
キ
じ

⑥
裸
国
・
黒
歯
国
（
南
方
で
は
裸
に
近
い
格
好

】橿
榔
子
を
噛
み
歯
が
黒
く
染
ま
る
習
慣
も
あ
つ
あ
〉
参
間
（
あ
ず
か
り
調
べ
る

）
⑥
洲
島
企
海
の
弧
絶
し
た
」
▼
⑦
周
施
か
巡
り
廻
る
）

第
二
部
　
魏
と
那
馬
責
國
△
邪
馬
責
国

▽
と
の
外
交
関
係



こに)P9 景
初
二
年
六
月

倭ヽ
の
女
王

太ヽ
夫
難
升
米
等
を
遣
わ
し
郡
に
詣
り

天ヽ
子
に
詣
り
て
朝
献
せ
ん
こ
と
を
求
む

ｏ太
守
劉
夏

使ヽ
を

這
わ
し

将ヽ
つ
て
送
り
て
京
都
に
詣
ら
し
む

ｏ其
の
年
十
二
月

詔ヽ
書
し
て
倭
の
女
王
に
報
じ
て
曰
く

ヽ
〓
親
魏
倭
王
卑
弥
呼

〓
に

制
詔
す

ｏ帯
方
の
太
守
劉
夏

使ヽ
を
追
わ
し
汝
の
大
夫
難
升
米

。
次
使
都
市
牛
利
を
送
り

汝ヽ
醜
ず
る
所
の
男
生
回
四
人

・
女
生
回

六
人

・
班
布
二
匹
二
丈
を
奉
り
以
て
到
る

ｏ汝
が
在
る
所
遥
か
に
遠
き
も

乃ヽ
ち
使
を
遣
わ
し
貢
献
す

ｏ是

汝ヽ
の
忠
孝

我ヽ
れ
甚

だ
汝
を
哀
れ
む

ｏ今
汝
を
以
つ
て
〓
親
魏
倭
王
〓
と
為
し
金
印
紫
綬
を
仮
し

装ヽ
封
し
て
帯
方
の
太
守
に
付
し
仮
綬
せ
し
む

ｏ汝

ヽ

具
れ
種
人
を
緞
撫
し

勉ヽ
め
て
孝
順
を
為
せ

ｏ

放
が
来
使
の
難
升
米

・
牛
利
は
遠
き
を
渉
り

道ヽ
路
に
勤
労
す

ｏ今

難ヽ
升
米
を
以
つ
て
率
善
中
郎
将
と
為
し

牛ヽ
利
は
率
善
校
尉

と
為
し

銀ヽ
印

・
青
綬
を
仮
し

引ヽ
見
労
賜
し
遣
わ
す

。

①
景
初
二
年
（
栖
暦
二
二
九
年
．ツ
②
難
升
米
（
ｒ
し
め

・
な
し
ま
い
）
③
郡
（
こ
こ
で
は
帯
方
袖
）
④
将
つ
て
（
と
も
な
つ
一
〉
⑥

京
拠
い
い
と
洛
陽
の
こ

と
と
′〉
③
詔
書
八
一
子
の
お
ぼ
し
め
し
を
記
し
た
書
）
⑥
制
詔
（
夭
子
の
命
令
．）
Ｑ
郡
市
牛
利
（
つ
し
ぐ
り

ヽ

錫

甥

輯

紳

翠

鉛

舞

鞠
爾

酵

輔

腱

碑

拗

拳
錦

軸

帝

銚

締

蝋
（
す
い
ぶ
安
ん
じ
て
労
わ
れ
〉
⑭
孝
順
（
父
母
に
気
に
入
る
よ
う
に
仕
え
れ
Ｙ
Ｏ
率
善
中
郎
将
（
宮
城
護
衛
の
長
で
異
民
族
に
与

え
ら
れ
た
武
官
∴
Ｙ
④
率
善
校
尉
（
次
隊
の
長
で
異
民
族
に
与
え
ら
れ
る
武
官
マ
）

⑦
労
賜
へ
ろ
う
し
労
つ
て
物
を
賜

・
う
）

最
初
の
労
賜
物
　
　
　
　
‐

今
以
絆
地
交
竜
錦
五
匹
、
緯
地
纏
栗
厠
十
張
、

汝
所
献
貢
直
。
又
特
賜
汝
紺
地
句
文
錦
三
匹

・
細
班
華
厠
五
張

・
白
絹
五
十
匹

・
金
八
両

・

・
針

丹ｉ‐‥
各

五
十

斤

、

皆

装

封

付

期

州

米‐
‐ｉ；
、

牛

利

還

到

録

受

。

悉

可

以
示

汝

国

中

人
、

使

知

国

家
哀
汝
、
故
郵
重
賜
汝
好
物
也
。」

今

絡ヽ
地
一交
竜
錦
五
匹

・粋
地
制
栗
厠
十
張

・宿
絡
五
十
匹

・
紺
青
五
十
匹
を
以
つ
て

汝ヽ
が
献
ず
る
所
の
貢
直
に
答
う

。ま
た
特

に
汝
に
紺
地
句
文
錦
三
匹

，
細
班
串
厠
五
張

・
白
絹
五
十
匹

・
金
人
両

・
五
尺
刀
二
口
，
銅
鏡
百
枚

・
真
珠

・
鉛
丹
各
々
五
十
斤
を

賜
い

皆ヽ
装
封
し
て
難
升
米

・
牛
利
に
付
す

ｏ還
り
到
ら
ば
録
受
し

悉ヽ
く
以
て
汝
の
国
中
の
人
々
に
示
し

国ヽ
家
が
汝
を
哀
れ
む

を
知
ら
し
む
べ
し

ｏ故
に
郵
重
に
汝
に
好
物
を
賜
う
な
り

Ｊ
と

ｏ

一鞘
↓即
鍋
申け斌

一

Ｏ
緯
地
一ハ
」
う
ち
赤
い
色
を
し
た
も
の
４〉
②
交
竜
錦
（
こ
う
り
ゅ
縛
き
ん
咬
竜
の
模
様
の
あ
る
錦
）
③
細
栗
両
（
し
ゆ
う
で
く
け
い

細
か
く
縮
ん
だ
毛
織
物
．〉
④
張
（
幕
な
ど
を
数
え
え
る
数
詞
〉
⑤
楕
絆
（
せ
い
こ
う
鮮
や
か
な
苦
色
の
織
物
．〉
⑥
紺
青
（
顔
料

の

一
つ

群
青
の

一
層
濃
い
色
〉
⑦
一具
古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
を

七
っ
ぶ
ん
と
ん
曲
が
り
く
ね
つ
た
紋
の

あ
る
錦
〉
③
細
班
（
細
か
い
ま
だ
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
銅
鏡

（
卑
弥
呼
の
鏡
と
称
さ
れ
る
も
の

実
態
は
不
明
だ
が

一舶
来
品
〉
⑫
鉛
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
面
に
記
し
て
受
取
る
）
④
郵
重
（
ね
ん

】、
こ
ろ
〉



正
始
元
年

太ヽ
守
の
弓
連

建ヽ
中
校
尉
の
梯
倫
ヽ
二
等
を
追
わ
し

詔ヽ
書

・
印
綬
を
奉
じ
て
倭
国
に
詣
り

倭ヽ
王
に
弄
仮
し

地ヽ
に

詔
を
斉
し
金

・
串

・
錦

・

厠

・
刀

，
鏡

・
釆
物
を
賜
う

ｏ倭
王
は
使
い
に
因
り
て
上
表
し
詔
恩
に
答
謝
す

。

興
の
四
年

倭ヽ
王
は
復
大
夫
の
伊
声
者

・
撤
邪
狗
等
人
人
を
遣
使
し

生ヽ
日
・
倭
錦

・
翻
習
練

Ｌ蘇
衣

・
吊
布

・
丹
木

。
尉

，
短
弓

八
を
上
献
す

ｏ猿
邪
狗
等
は
率
善
中
郎
将
の
印
綬
を
壱
斉
す

ｏ

具
の
六
年

詔ヽ
し
て
倭
の
難
升
米
に
黄
憧
を
賜
い

郡ヽ
に
村
し
て
仮
綬
す

ｏ其
の
八
年

太ヽ
守
の
王
願

官ヽ
に
到
る

ｏ倭
の
女
王

ヽ

早
弥
呼

▼狗
奴
国
の
男
工

卑ヽ
弥
弓
呼
と
素
よ
り
和
せ
ず

ｏ倭
は
載
斯

・
烏
越
等
を
遣
わ
し
郡
に
甜
り
相
攻
撃
す
る
状
を
説
く

。塞

冒
一稼
史
づ
張
政
等
を
遣
わ
し

因ヽ
り
て
詔
書

・
責
崚
を
脅
し

難ヽ
升
米
に
寿
仮
し
檄
を
為
り
て
告
諭
す

①

正
始
元
年
（
西
暦
二
四
十
年
〉
②

´
弓
遵
入
τ
ゆ
う
じ
ゆ
ん
）
③
建
中
校
尉
（
け
ん
ち
ゆ
う
こ
う
い
後
漢
末
か
ら
魏
に
か
け
て
置

鍵
藉
婦粋
郭
発
幹
‥
軍
ｇ
っ彩三
‥
ｃ

だ
さ
い
そ
う
え
ん
し
郡
国
に
は
諸
々
の
行
政
部
門
を
分
掌
す
る
属
官

が
置
か
れ
在
地
の
有
力
者
が
任
用
さ
れ
た
〕
咀
檄
（
げ
き
触
れ
文

特ヽ
に
軍
書
が
多
じ

〔M♪ 卑
弥
呼
の
死
と
登
与
の
共
立

司
刈
何
珠‐２
二
枚
、
劇
刻
細
鏑

二
十
匹
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＝
引
引
封
引

ヽ
―

――
―
‐

Ｆ‐
劇
「

早
弥
呼
以
て
死
す

α大
い
に
家
を
作
り

】径
百
余
歩

」殉
葬
者
の
奴
婢

百ヽ
余
人
な
り

」更
り
て
男
王
を‐
立‐
Ю
る
も
国
中
は
服
わ
ず

ヽ

更
々
相
誅
殺
し

当ヽ
時
千
余
人
を
殺
す

。復

卑ヽ
弥
呼
の
宗
女
の
壱
与
△
台
与
▽
を
立
て

年ヽ
十
三
に
し
て
王
と
為
り

国ヽ
中
遂
に

足
ま
る

ｏ政
等
は
檄
を
以
つ
て
壱
与
△
台
与
▽
に
告
諭
す

ｏ

葛
与
△
台
与

▽
は
倭
の
大
夫

率ヽ
善
中
郎
将
の
液
耶
狗
等
二
十
人
を
追
わ
し

】政
等
の
還
る
を
送
る

ｏ因
り
て
台
に
粛
り

男ヽ
女
生

口
三
十
人
を
献
上
し

白ヽ
珠
五
千

・
孔
青
大
句
珠
二
枚

，
異
文
雑
錦
二
十
匹
を
貢
ぐ

ｏ

中
］
輩
坤
一
］
〕
中
服
、
更
相
誅
殺
、
当
時
殺
千
余
人
。
復
一
凹
倒
的
郷
却
ギ
雑
聯
『
∵
華
紳
玲
秒
噌
鞠
鞠
辞
判
政 婢ｒｓｉ
釦
嚇
撤‐，９人
Ｔ

ヨ

『

蔀

詠

難

藝

副

融

魅

室

丈

稜

甍

、
因
乱

誤

養

女
蔀

〒

Λ

貢
歎

辛

島
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①

卑
弥
呼
以
て
死
す
人
狗
奴
国
と
の
戦
さ
の
責
め
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る

西ヽ
暦
二
四
人
年
に
当

・
る
！〉
②
家
（
ち
ょ
う
塚

穴
を
掘
り
棺
を
入
れ
封
上
を
し
た
も
の

墳
と
は
異
な
る
〉
③
径
（
直
径
の
こ
と

対
象
物
は
方
形
で
は
な
く
円
形
を
想
定
）
④

球

一
．嬰

諦

琵

岬
り
頚
に
能

が

魏

」
卦
嚇
方 ｍ
犠
り

暴

で
百
四
十
五
岳

筈

四
十
五
ｍ
今

勢

堪

″妥
当
〉́
⑥
殉
葬
者
（
殉
葬
は
特
異
的

ヽ
一
般
的
と
い
う
証
拠
は
な

ｉ
〉
⑥
壱
与

八
冶
与
？
十
〓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倭
述
述
日
百
襲
媛
命
と
い
う
に
比
定
さ
れ
る
よ
う
に

倭
述
述
日
百
襲
媛
や
台
与
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぇ
ゃ
く
ッ
◎
台
（
だ
い
朝
廷

役
所
〉
◎
白
珠
（
真
珠

か
？
）
⑩
孔
青

へ
こ
う
せ
い
深
い
青
色
〉
①
大
勾
珠
（
だ
い
こ
う
し
ゆ
句
は
勾
の
誤
り

大
き
な
勾
玉
！〉
⑫
異
文
雑
錦

＾
い
ぶ
ん

ざ
つき
ん
あ
や
を
異
に
し
た
あ
ら
い
錦́
〉
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